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　 「こ の 頃の 子 ど もは遊べ な くな っ た」 とよ く言われ る 。 その例 として ， 遠足で 広 い 野原へ 連
れて行 っ て も“何 をした らよい の かわか らな い ” ， あそ んで い るな あ と思 っ て見 て い る間 もな く，
30分 もす れ ば “ もう帰 りた い ” ， “ 早 くお 弁 当食べ よう” ，
“
先生 あそ んで
”
など ， 「本来 ， 時間の
た つ の も忘れ てあそ ぶ はずの子 ども達なの に 」 と言 うこ とをよく聞か され る。 こ の傾 向は年々
増加 して 行 くで あろ うが ， こ うい う状態 は何も子 ど も達の責任で はな い 。 む し ろ子 ど も達 こ そ
被害者なの で ある 。 確か に 子 ど も達の 家の 中で の あそび を見 る と ， 同室に 数人 い る の だ けれ ど ，
各々 テ レ ビ ゲーム をした り， マ ン ガの本 を読んだ り ， 会話 と言えば「それ と交換 して」， こ の 一
言 ぐらい で ある 。 大人が 「公園へ 行 っ て あそ んだ ら」と声をか け て も 「あそ ぶ こ とが ない 」 と
い う答えが返 っ て くる 。 そ し て ゲ ーム で あそ び疲れた り，マ ン ガ の 本 に 読み あきた ら散歩 と称
して ， 自転車に乗 っ て近所を一周 して くる と い う現状が ある 。
　現代の 子 どもは ， 開発 されたお もち ゃ ， 室内で十分に楽 しめ るゲーム ， そ して テ レ ビ……。
屋 外で あ そばな くて も ， また ， 1人で も時間を費や し ， 夢中に なれ る遊具が あふ れ て い る 。 そ
して ， 出来上が っ た もの を利用 してあそぶ こ とに慣れ て し ま っ て い るの で ある。 そこ に は創造
性はな く ， 相互的人間関係の発展 は見 られ ない 。空間 ， すなわちあそ び環境とい う側面か ら見
て も， 公園の 固定遊具 （ぶ らん こ ・ すべ り台等）で あそぶ こ とよ り， 思 い き り走 っ た り， ボー
ル を追い か けた りして あそ びた い の だが ， そ の 空間が公 園に はない とい うこ とな の で ある 。 毎
日が こ の よ うな状態で あれば ， 自主的な仲間づ くりな ど出来るはず もな い し ， まし て い きな り
空間を与 え られ て ， 「さあ ， あ そびな さ い 」と言われ て も， あそべ るはずが な い 。
　文化 ， 社会 ， 経済の 高度成長 と ともに ， 自然破壊 ， 交通量の 増大 ， 住居の 高層化な ど ， 社会
環境は さ まざまな変貌を遂げて い る今 日， 合理化 された社会 の中でた しか に大人 に と っ て は便
利で 望 ましい 生活環境 に な っ て きて い るであろ う。 しか し ， 大人の 生活場面 に組み込 まれ た中
で 生活を営ん で い る子 ども達は ， は たして 本質的に 自然の姿 としての “ あそび
”
がで きて い る
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で あ ろ うか 。 子 ど もの あ そ びは時間的 に も空間的に も大人 の都合で あそびの 内容や仲間 ， す な
わちあそび環境を変え られ て し まっ て い る と言 っ て も過 言で は な い 。
　ハ ーロ ッ クω は子 どもの あそ びに影響す る要因 として   健康状態   知能水準   性
  環境   余暇時間   あそび の 施設 の 6要因をあげて い る 。
　また ， 小林 〔2）は 「人間の行動は極 め て複雑な メ カ ニ ズ ム で 生 まれ る 。 子 ど もの あそびで も同
よ うで ある。子 どもの 精神 ・身体的要因， 文化 ・社会的要因 ， 物理的要因など， それ らが相互
に関連 して生 まれ る もの で ある 。」また ， 「現代の 子 どものあそび を考える とき ・ まず睡眠時間 ・
生活時間 ， 人的条件， 経済的 ・物的条件な ど ， さまざ まな要因が相互 に 影響しあ っ て 子 ど も に
結び つ い て い くの で ある 。 」と し ，   あそ び時間の 不足   あそび環境 （空 間）の悪化  
養育態度の変化   あそび仲間の 不在   マ イカ ーの 影響   テ レ ビの影響   商業
主義の影響   子 ども自身の変化 の 8 つ の 要因を問題点 とし て い る 。 彼 らは共通 して
“環
境
”
をあそびに 影響す る要因に 挙げて い る 。
　子 どもは本来 ， 自発 的に 体を動か し ， あ そびを通 して 満足を得， 友達 との ふ れあい の 中で ，
身体的，精神的 ， 知的 ， 情緒的 ， 社会的な発達 を促す と共 に ， 創造 し ， ある い は問題 を解決 し
得る能力 を身 に つ け， 大人 に な る基礎を培 い ， 準備 をして い る の で ある 。 すなわち ， 幼児期の
あそび は人間形成の 根幹をなす もの で あ る と言え る。あそび は受動的で はな く， あ くま で 自発
的であ り， 能動的で な けれ ばな らな い 。 テ レ ビ を見て い て も確か に瀬足 を得て い る で あろ う 。
し か し ， 発達途上の 重要な意味に つ なが る満足で は ない はずで ある 。 「昔 とはす べ てが変わ っ て
しま っ たの だ か ら」， また 「テ レ ビゲーム が現代の 子 ど もの あそびなの だか ら」と是認 して は な
らない 。 なぜ な ら 自然が ， 友達が ， 子 ど もを育て るか らで ある 。 そめために は ， 子 ど も達が喜々
とし て あそ べ る環境 を大人が保証しな けれ ばな らない 。
　小川 （3）他の 研究に お い て も， “道路は あそ びの 出会い で ある。
”
と，道路も含めて安全にあそ
べ る空間が必要で ある こ とを提 言して い る 。 現代の子 どもの あそびが変容し て きた 要因の ひ と
つ に
， 環境 は 大きな ウ エ イ トを占め て い る と考え られ る 。 あそ ぶ 場所が あれ ぼ， 戸外で あ そ ぶ
頻度 も高 くな り ， 仲間 もで きる 。 仲間が で き れ ば ま た 誘 い あ っ て そ の 場所で あそ ぶ ，とい っ た
よ うな望 ましい 相互 作用 も生 まれ る で あろ う。 ひ い て は ， これ らの こ とが戸外あそびの好 き嫌
い に も影響を与 え る の で はな い だ ろ うか 。
　そ こ で ， あそび環境 は ， 地域 の居住環境に よ っ て異な るで あろ うとい う仮説の も とに ， 明 ら
か に 居住環境に差が 生 じる と考え られ る三 つ の地域 を選び ，
“
活動的な あそ びの 好 き嫌 い
”
を中
心 に ， あそび場所 ， あそ び仲間 ， あそび時間， お よびテ レ ビ視聴時間， 習い ごとな ど ， 時間と
空間とい う側面か ら16項目の質問事項 を設 け ， それ ぞ れ ， 地域差 ， 男女差 ， 年齢差 を比較検討
す る 。 そ して ， その中で 差が 生じた な らば， その差は何 に起因す るの か ， また問題 点は ど うか
な どの点に つ い て究明す る こ と に より， 幼児教育の今後 に 資す る と ともに ， 幼児教育 に たずさ
わ る もの の 一員 として ， そ の 指導の
一助と した い 。
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2　 研究の 方法
　　　　（1｝調査期日
　　　　昭和57年 7 月上旬〜末 日
　　　　  調査対象
　　　　次の 三 地域 に居住 し て い る 3 才 〜 6 才ま で の幼稚園児 ， 1004名 。
　　　　住宅地域 ， 518名
　　　　商工業地域 ， 281名 。
　　　　近郊農村地域 ， 205名。
　　　　（3）調査方法
　　　　質問紙 法に 依 る 。 京阪神 の 住宅地域 ， 商工 業地域 ， 近郊農村地域 を選 び， 母親が子 どもの あ
　　 そび を観察 した上 で 記入 して もらっ た もの を ， 幼稚園児 を通 して ， 回収 した 。 （回収率 83％）。
　　　　（4）調査内容
表 1　 調 　査 　内　容
質問 項目 質　　問　　内　　容 備考 質問項 目 質 　 　問 　　 内　 　容 備考
1 ，活動的な あ そ び を好 む 1 ．1 時間 以 内
 
活　動　的　な
あそび に つ い て
2 ．活動的な あそ びを まあ まあ好 む
3 ．活 動 的 な あ そ び の 好 み は 普通
4 ．活動 的な あ そ び を あ ま り好 まない
 
戸 外 あ そ び の
時　　　　　間
2 ．2時間 以 内
3 ．3 時間 以内
4 ．3 時間 以上
5 ．活動 的な あそ び は きらい 5 ．その他
1 ，近所に 公園な ど広い あ そび場所 が あ る 1 ．4 時30分 頃
2 ．近所 に 公園 な ど広 い あ そび場所 が ない
3 ，近所に 公園など広い あそび場所は ある が年  
戸外 あ そびか ら
2 ．5 時頃
3 ．5 時30分 頃
上 の子 どもや大人 に 占領 されて あそ べ ない
の 帰 宅 時 間
4 ．6時〜6時 30分頃
4 ．近所 に 池や 川 ・材木 置場 な ど危険 と思 5 ，その 他
 
地 　域 　で 　 の
あ そ び 環 境
　わ れ る と こ ろが あ る
5 ．近 所 は交 通量 が 多 い
複数
回 答
 
テ レ ビ視聴 時間
の 制 限 の 有 無
1 ．制 限 してい る
2 ，制 限 して い ない
6 ．近 所 は交 通量 が少 ない 1 ．1 時間以内
7 ，近所に あそび仲 間が い る 2 ．2時 間以内
8 ．近所に あそび仲間 が あ ま り い な い   テ レ ビ視 聴時 間 3 ．3 時 間以内
9 ．お けい こ ご とで あそぶ 時間が な 4 ．3．時 間以上
10．そ の 他 5 ．そ の 他
1 ．公 園 ・あ き地 1 ．登園す る まで
2 ．道路 ・駐車場 2 ．園か ら帰 っ て 夕食 まで
3 ．寺や神 社 3 ．食事中
 
よ　く　あ そ ぶ 4 ．野原 ・池 ・川 4 ．室 内で あそ び なが ら
場　　　　 所 5．自宅 の 庭 5 ．午後 3 時〜4 時
6 ．家の 中 ・友達 の 家
7 ．学 校や幼稚 園 の運 動場  
テ レ ビ 視 聴
時 　 　間 　 　帯
6，午後 4 時〜5 時
7 ．午後 5 時一6時
複数
回答
8 ．そ の 他 8 ．午後 6時〜7時
1 ．父 ・母 ・祖 父母 4 は 9 ．午後 7時 一8時
2 ．兄 また は姉 ・弟 また は妹
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ；
｝
「同 10．午後 8時〜9時
 
よ　く あ そ ぶ 3 ，1人 あ そび　　　　　　　　　　　　　　　　　　「i年齢 」 11．午後 9 時〜工D時
相　　　　 手 4 ．同じクラスの友達、同年齢の他のクラスの友達 5 は1　「異 12．その 他5，む けい こごとの友達、年下の友達、年上の友違
6 ．その 他 1年齢 、   習い ごとの 有 無
1 ．習っ て い る
2 ．習 っ て い な い
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1 。1人で あそぶ こ とが 多い
2 ．2 〜3人 で あそ ぶ こ とが多 い
  習い ごとの 種類
1 ．運 動的習 い ご と
2 ．非 運動的 習い ご と
複数
回答
 
戸 外 あ そ び の
仲　間　の 　数
3 ．4 − 5人 で あ そ ぶ こ とが 多 い
4 ．6人 以上 で あそ ぶ こ とが多 い
1 ．健 康の ため
2 ．体 力づ くり
5．その他 3 ．学校に 役立っ
1 ．同性 とあそ ぶ こ とが 多 い 4 ．集中力を つ ける
 
戸外で の あそ び
の 仲 間 の 性 別
2．異性 とあそ ぶ こ とが 多い
3 ．同性 ・異性 混合で あそ ぶ こ とが 多い
 
習 い ご と の
動機 お よび 目的
5 ．技術 を身に つ け る
6 ．し つ け
複数
回答
1 ．戸外 あそび が多 い 7 ．集団生活 に慣 れ させ る
2 ．戸外 あそび がやや多 い 8 ．忍 耐力をつ け る
 
戸 外 あ そ び の
3 ．戸外 ・室内半分づ っ ぐらい 9 ．礼儀 を身 に つ け る
多　 　 　　 少
4 ．室 内あ そ びが や や 多 い 10，その 他
5 ．室内あそ びが 多い
　  調査概要 と観点
　結果お よび考察 は次の ように ， 2章に 分けて行う 。
　〔1〕は ， 本調査の あ そび環境 の全体の 傾向をみる ため ， 次の様な内容 で 結果 をグ ラ フ化 し，
考察する。
　　（a ）調査 の 各項 目を単純に集計 し ， 全体 ・男女別の傾向を明 らか に す る。
　　（b）年齢別 ・年齢の男女別 を ， 調査 の 各項目とク ロ ス 集計し， その 傾向を明 らか に す る 。
　　（c＞地域別 ・ 地域の男女別を調査の 各項目とク ロ ス集計 し， そ の傾向を明 らか に する 。
　 〔II〕は ， 本研究の主眼 をなす もの で ， 「活動的 なあそ びに つ い て」の 項目と他の項 目を次 の
様 に 三 重 ク ロ ス集計 し，あそび環境 を助長 して い る要因 を探求す る。
　　（d）「活動的なあ そ び に つ い て」 の 項目 と ， こ れ以外の 1項 目に つ い て ，各々 ク ロ ス 集計を
す る。
　　（e）年齢別 ・年齢の 男女別 を，上 記（d）と三 重ク ロ ス集計す る 。
　　（f）地域別 ・ 地域の 男女別 を ， 上記（d）と三 重ク ロ ス 集計す る 。
以上 を考察す る にあた り ， 次 の ような方法で 行 う。
　 「活動的なあそびに つ い て」は次の よ うに 5段階に分 けて 質問をした 。
　　 1．活動的なあそびを好む 。
　　 2．活動的なあそびを まあま あ好む 。
　　 3．活動的な あそ びの 好み は普通 。
　　 4 ．活動的な あそびはあ ま り好 まな い 。
　　 5．活動的なあそびは嫌 い 。
上記の 内， 4 ど 5 を回答 したの は合計で 5％弱で あっ たため， 1 と 2 と 3 を取 り出し ， 3段階
で 今後考察して い くこ と とす る 。
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3　結果お よび考察
　　〔1 〕全体 の傾 向
　  活動的な あ そびに つ い て
　図 1
− 1 よ り ， 男女間に は有意な差があ り， 男児は 「好む」と回答 した の が 51％， 女児 は36
％で ， 男児の 方が活動的 なあそ びを好む と言え る 。
　年齢別で は ， 図 1
− 2 よ り，「好 む」と回答 して い る率は年長男児50％ ， 年中男児54％， 年少
男児 48％ ， 年長女児36％ ， 年中女児 34％ ， 年少女児40％ とい う結果で ある 。
　地域別で は， A 地域 ，　 C地域 は 「好む」が それ ぞれ47％，45％で 一番多 い が ，　 B 地域 は 「好
む」， 「普通」 がそ れ ぞれ 37％ ， 38％で ほ ぼ同率を示 し ， 他の 地域 とは少 し異な っ て い る 。 こ れ
を男女別に み る と， 図 1 − 3 よ りA 地域の男児 は ， 「好む 」57％ と ， 他の地域 に 比 べ 好む傾向が
著 しい 。 次 い で ，C地域 47％ ，　 B 地域 44％とな っ て い る 。 また ， 女児で は，　 B 地域30％，　 A 地
域 36％ ， C 地域 43％が 「好む 」 と回答して い る 。
鸞 4
　　　 図 1　 活 動 的 な あ そび に つ い て （％）
〔男｝
　 　 　 　 　 　 　 　 図 1 − 1 　全体 ］・〈“．t］L
（女）
口 同，o
，9318 ー6に甑 、111。 7U53
1．7
　
0
に
臥2
　
3
に
翫
　
3
f5博．3c4
）
図 1 − 2 　年齢別
　■
t．2
［4）4．3
　
5
侶
6
　
2
　
0
に
9
ノ
　
7
ほ
9
　
4 年 長
’
　
4
〔
6
　
3
棯
5
　
2
26．2
　
2
恰
4
　
3
179 54。2
’
年中
！
33．5 253
丶
38．0
19．6
3．2
30．4 478P
く n．Ol
年少 400
　　 s229
3145 ．7
‘4）2．5 図 1 − 3 　地 域別 14博．6
　
4
信
8
　
1
　
4
 
臥
　
2
　
7
∩一
6
　
5 A
帥1206
、t’．］8 　8に臥　2 　8B翫　3
37．7 16．2
〆 ノ
43．5
5：4
B
’
30，0 25．2 39．4
7．727 ．9 173 47，1 C 42．6 22．8 33．7
・los
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 P く O．0正
f〔1｝活動 的な あそび を好 む、〔21i舌動的 なあ そ びを ま あ まあ 好 む 、（3）活動 杓な あそびの 好 み は普通 、
k（4）活動 的な あそ び はあ ま り好 まな い 、〔5）活動 的な あ そ びは 嫌い 　　　　　　　　　　　　ノ
　以 上 よ り， 全体 に半数近 くは 「活動的なあそ びを好 む」と回答して お り，全体 に好 む傾 向が
大で ある とい え るが ， 「普通」と回答 して い る もの が 300／．近 くもある。 こ れ は ， 子 ど も と い うも
の は本来活発 に あそ ぶ もの で ある と言われ るが ， それが変容 しつ つ ある とい う一つ の 表わ れ で
はな い だ ろ うか 。
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　  地域の あそ び環境
　こ の 調査は ， 回答者の居住地 に お け る周辺環境を調査した もの で ，関わ りの ある項目は い く
つ で も選ぶ こ と が で きる と い う， 複数回答方式を採 っ て い る 。 図 2 − 1 か ら ， 平均で 50％以 上
解答が ある の は 「広い 場所が ある」「交通量が 多い 」「あそび仲間が い る」の 三 項目で あ る。
　年齢別で は ， 「広 い 場所」に つ い て は図 2 − 2か らわか る よ うに ， 年齢の 上昇に伴 っ て 「ある」
と回答 して い る割合が低い 。「あそび仲 間」に つ い て は ， 年齢が 低下す るに従っ て 「い な い 」が
増加 して い る 。
　以上 よ り， A 地域は 「広い 場所」も多 く， 「あそび仲間」も多い と い う良好な環境 の 地域で あ
る 。 B 地域 は 「広 い場所」が少 ない 上 に 「交通量 」も多 く， あそび環境 として は あま り好 まし
くない と思われ る 。 C 地域 は 「広い 場所」が少な い と い う回答 が比較 的多か っ たが ， これは質
問項 目に 「《鹵な ど広い あそ び場所」 と限定 した た めで ， 図 3 − 3 よ り， 実際に よ くあそ ぶ 場
所 とい う項 目をみ る と， 「公園 ・ 空地」の 項目での回答 は ， C 地域が最 も高い とい う結果で ある。
これは ， 公園の ような形式で は な い が ， 空地等 ， 他 に あそび場所がある とい う こ とを意味 して
お り， また，交通量 も少な い こ と か ら ft あそび空 間が 沢山ある と思われ る 。 そ の 上 「あ そ び仲
間」 も多 い 。
　地域別で は ， 図 2 − 3 よ り， 「広い 場所 」に つ い て は ， A 地域 は群 を抜 い て 「ある」と答えて
い る率が 高い 。 B 地域 ，　 C地域は 「あ る」と答 えて い る率は低 く， 「ない 」と答 えて い るのが 高
い
。 特に ， B 地域の 女児に お い て は 「あ る」 と 「な い 」 と の 回答率が 接近 し て い る 。 地域間で
は 「危険な と ころが ある」と い う問 に 対し ， C 地域 ， い わ ゆ る近郊農村地域が 他の地域 より「あ
る」の 回答が多い 。 次い で A 地域 とな っ て い る 。 「交通量」に つ い て は ， B 地域が 他の 地域よ り
は る か に 「多い 」と回答し て い る率が 高い 。「あそび仲間が い るjに つ い て は ， C 地域 ，　 A 地域 ，
−B 地域の 順で 「い る」 と回答 して お り， B 地域は他の 地域 に比 べ て ， あ そび仲間が 少な い 。
　　　　　　　　　　図 2　地 域で の あそ び環境
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 図 2− 1　 全体（％ ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・（男）　　　　　　　　　 （女 ）
　 　 　 　 　 Cl） 近所に 公園 な ど広い あ そび 場 所が あ る
　 　 　 　 　 　   　近所に 公園 など広い あそ び場所がない
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　 　 　 　 　 　｛4） 近所 に 池や 川、材木 置場 な ど危険 と思
　 　 　 　 　 　 わ れ る と こ ろ が ある 。
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　以上 よ り， 最 もあそび環境が好 ましい の は C 地域で あろ う。 年齢で は ， 年長児 ほ ど 「広 い あ
そ び場所」が な い と回答して い るが ， こ れ は年齢に よ っ て あ そびの 内容が異 なるた め と考えら
れ る 。 年長児は年少児に比 べ 活動範囲も広 くな り， キ ャ ッ チ ボール や野球の よ うな ゲーム を楽
し もう とす る な らば ， それ らの あ そび に対 す る欲求 を満足 させ て くれ るだ け の 広 い 場所 を必要
とす る。こ の ように推察する と同 じ場所で あ っ て も年少児は広 い 場所 と答え ， 年長児 は広 い 場
所が な い と答え て い る場合 も考え られ 磊
　  よ くあそぶ場所
　戸外で の あそび場所として 「公園 ・空地」 の項 目を，また，室内と して 「家の 中」 とい う項
目を重点的に 検討 して い く。 図 3 − 1 よ り， 男女間に つ い て は ， 「公園 ・空地 」は男児 36％ ・女
児 25％ ， また ， 「家 の 中」 は男児 29％・女児40％ と逆の 傾向 を示 して お り， 前述 の 活動的なあそ
びの好 き嫌 い の結果 と比べ て も ， 男女間の あそびの 内容の相違が うかが える 。
　年齢別で は ， 図 3 − 2 よ り， 各年齢 と も男児の 方が 女児 に 比べ て ， 戸外で あそ ん で い る 割合
が高い 。 女児はそ の 逆で ， 「家の 中」の 割合が 高い 。 年長児 ， 男女間で は 「公園・空地」 と 「家
の 中」の 回答 に 20％近 い 差が あ り， 「公 園・空地」の 方が多 い 。年中児 ， 男女間では こ の 二 項 目
の差は あま りみ られ な い 。 また ， 年少児 ， 男女間で は 「家の 中」の項 目で 少 しみ られ る。
　地域別で は ， 図 3 − 3 の よ うに ， C地域 ，　 A 地域 ，　 B 地域の 順 に 「公 園 ・空地」の 回答が 多
く， 「家の 中」は この 逆 に な っ て お り， 有意 な差が ある 。 各地域の 男女の 傾向 をみ る と，男児 は
三 地域 と も有恵な差 で ，前述 と同よ うの 傾向 を示 して い る 。 そ の 中で も， C 地 域の 男児は 「家
の中」と回答した もの が ， 他の 地域 に比 べ て少な く （16％）， 戸外で あそんで い る率が三 地域の
中で 最 も高 い と い うこ とが 顕著 で ある。女児 は三 地域 とも 「家の 中」が 一位回答 で ， そ の 中で
もB 地域 の 女児が ， そ の 回答 に対 して 高率 （47％）で ある 。
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　以上 よ り， 男児は戸外 であそび， 女児は室内で あそ ぶ とい う傾向が ある 。 そ して ， 地域の 中
で はC地域の男児 に戸外 あそびが ， B 地域の 女児 に室内あそびが 多 く， また ， 年齢 間で は男児
だ けが 戸外で あ そ ぶ 割合 が高 く， そ の 他は室内で あそ ぶ 割合が 高い 。
  よ くあそ ぶ 相手
　図 4 − 1よ ウ， 各項目の男女間に は差は見られ なか っ た 。
　年齢別で は ， 年長児は男女 とも 「友達」 と 回答 した もの が 最も多 く， 次 い で 「兄弟」 とな っ
て い る 。 年中児の 男児は 「友達」 と回答 した もの が 多い 。 女児も 「友達」 と 回答 して い る もの
が 多い が ， 二 位の 「兄弟」 と回答して い る数値 と非常 に近い 値 を示 して い る 。 また ， 年少男児
は 「兄弟」 とあそ ぶ 割合が最 も高 く， 女児は 「友達」 とあそぶ割合が高い 。
　地域別で は ， 図 4 − 3 よ り， 各項 目の 順位 は変わ らな い が ， 選択数に 相違が ある。「友達」（「同
年齢」の 回答に ， 「異年齢」の 回答を加 えた もの）とよ くあそぶ 回答率は ， C 地域 75％ ，　 A 地域
67％ ， B 地域 54％の 順で ， 逆 に 「兄弟」 と よ くあ そぶ 回答率 は ，　 B 地域 34％，　 A 地域 25％，　 C
地域20％で ある 。 その他 に ， B 地域 は他の地域に 比 べ ， 「父母 ・祖父母」「相手な しj の 占め る
割合が高 い 。
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P 〈 O．Ol
　以 上よ り， A 地域や C地域は友達 とあそぶ機会が 多 く， また ， 年長に なる ほ どあそ び仲間 も
多い とい う結果で ある 。 地域での 「好む」 と回答 して い る傾向と 「友達 とあそぶ」 と回答 し て
い る傾向とは比例 して い る 。 これ は と D もな お さず， 家族よ り友達 とあそぶ こ とに よ っ て ， あ
そびの 内容 ， 経験 も豊富 に な り， よりあそびが動的 になる こ とを意味して い る 。
　  戸外 あそび の 仲間の 数
　図 5 − 1 よ り ， 2〜 3人で あそんで い るの が 70％で 最も多い 。
　年齢別で は ， 予想 し て い た ほ ど差異が な く，図 5 − 2 よ り，年少児に お い て 「1 人あそび」
と回答した も の が ， 他の 年齢に比 べ ， 少 し多い 傾 向が ある 。
　地域別で は ， 図 5 − 3 よ り， C 地域の 男児 の 34％が 「4〜 5 人」で あそん で い る と回答 して
お り ， また ， A 地域の 女児 も30％ に 「4〜 5入」で あそ ん で い る傾向が ある 。
（4）t．7
　　 図 5　戸外あ そびの 仲 問の 数 （％）
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　以上 よ り， あそ び仲間の 数が非常に小 さ い と言え る 。 大 きくなれ ばそれだ け戸外あそびの 内
容も活発にな る と思われる 。 こ の よ うな意味で ， C 地域は あそび仲間の 数に お い て ， 好 ま しい
環境 に ある 。 そ して また ， こ の あそび仲間の 数 を増す の は ， 地域の あそび環境 の 豊か さ で は な
い だ ろうか 。
　  戸外 あそびの仲間の 性別
　図 6 − 1 よ り， 約60％が 「同性 とあそぶ」， 30％が 「混合 で あそ ぶ 」 とい う回答結果で あ り，
比率は 2 ： 1 で ある 。
　年齢別で は， 図 6 − 2 よ り ， 全体 とは少 し相違が見 られ ， 「同性で あそぶ」「混合で あそ ぶ 」
の比率は ， 年長児 5 ： 2 ，年中児 5 ： 4 ， 年少児 5 ：4．5と ， 年齢が小 さ くな る に従 っ て 「混合」
が増加 し て い る 。 そ して ， 同年齢 の 中の 男女 で は，男児 に 比 べ 女児の方 に そ の 比率が 近 くな る
傾向に ある。 年中女児で は ， ほ とん ど差が な くな っ て い る。また ， 年少男児で は こ の 比率が 逆
転し ， 「同性」 39％，「混合」46％とな っ て い る 。
　地域別で も ， 図 6 − 3 よ り， 全体 と同よ うの 結果で ある 。
　　　　　　　　　　　　　 図 6　戸外 あ そ びの 仲間 の 性別 （％ ）
　　　　　　　　　　cza＞ 　 　 図 、 ．1 全 体 　 　 　  
　　　、9）91i ；　 ，gy2　 　 ［　 、1’15　 121 ・93！・
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 図 6 − 2 　 年齢 別
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　 　 　 　 378 　　 　　　　 　　　 589 　　　 　　　 年中　 　　　 　 493 　　　 　 4s 　　 　　 46．2
　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 　　
、、、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　丶、
　　 　 　 　 45．7　　　　　 15．2　　　　 391　　　　 年少　　　　　　555　　　　　　 13，9　　　 30．6
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 P くO．01P 〈 ‘レ．〔｝1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 図 6 − 3 　地域別
　　　 、t・！7111 　 　 、響、 　 　 A 　 　 、切9 　 12t　 ・t3！1
　 　 　 　 　 　 　 N 　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 t　　　 1
［亙 工 ＝ 亘＝コ ・ 　 ・… 　 k・ 、 ・・ 4
　 　 　 　 　 　 　 ナ　ゴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 s　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N
巨 ］ ：：玉＝ ＝］・ 　 ・・・・ 　 ・ ・ ・…
（〔1洞 性 とあそ ぶ こ とが 多い 、［2）異性 とあそぶ こ とが 多 い 、（3）同性 ・異性混合 で あそ ぶ こ とが多 い ）
一10一
工工一leotronio 　 ibra y 　
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service
hukugawa 　 akuin 　 ollege
三 笠 ・金築 ・泊里 ：子 ど もの あそ び環境 に っ い て
　以上 よ り， 全体的 に 同性 とあそ ぶ 傾向が あ り， 地域間で もそ の 傾向は 同 じ で ある 。 しか し ，
年齢別で は ， 年齢の減少 と と もに 「異性」「混合」が増加 する と い う特徴が ある 。 この 理 由は ，
あそびの 内容が大き く関わ つ て い る もの と思わ れ る 。
　  戸外あそびの 多少に つ い て
　 これは図 7 − 1 の ように ， 5 段階で 質問をした 。 （3）を頂点 とした 山型傾向を示 す と思われ た
が
， 質問の 意味が前述の
へ
活動的なあ そびの 好き嫌い
”
と同 じ傾向で あるので，やは り（1）〜  
に 回答が 集中した 。
“
活動的なあそびの 好 き嫌 い
”
とを比較した場合 ， 予想で は， 「好む 」 と答
えたもの と 「戸外あそびが多い 」 と答えた もの は，一致す る と思われる 。 そ こで ， こ の 二 項 を
比較し て み る と ， 図 1 − 1 と図 7 − 1 よ り ， 男女間で は男児51％が 「好む？」 と答 えて い るが ，
「戸外あそびが 多い 」は 39％で ， 12％下 まわ っ て い る。 女児は 36％ と28％で ， 8 ％下 まわ っ て
い る。
　年齢別で は ， 図 1 − 2 と図 7 − 2 よ り， 年長男児 4 ％ ・女児 3％， 年中男児24％ ・ 女児23％，
年少男児18％ ・女児23％各々下 まわ っ て い る。
　地域別 で は，図 1 − 3 と図 7 − 3 よ り， A 地域， 47％と31％で ， 16％も下まわ っ て い る 。　 B
地域で は38％ と25％で ，13％下まわ っ て い る 。 C 地域で は 45％ と54％で ， 逆 に 9％上 まわ っ て い る 。
　次 に ， 単純 に戸外 あそ びの 多少 を比較 して み る と，女児 よ り男児の 方が多 く， 地域 で は ，
C 地域が最も多く ， 男女児 とも多い と回答 して い る 。 また ， 年齢で は ， 年長児が最 も多く， 年
中児 ， 年少児は 同ようの傾 向で ある。 い ずれ も男児の 方が女児よ り多い と回答 して い る 。 い い
か えれ ば ， 女児は男児に比 べ て室内で あ そぶ傾向にある と言 える 。
曜
液
（男 ）
　 　 　 　 　 　 図 7 一
図 7　戸外あそびの 多少 に つ い て （％）
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　以上 よ り ， A 地域 ，　 B 地域 ， 年齢 で は 年中児 ， 年少児 に
“
活動的なあそびを好む
”
けれ ど ，
室内で あそ ぶ と回答 し て い る もの が ， 10％〜20％強 ， い る 。 また逆 に ， C 地域の み に ， 好 まな
い 傾向に ある もの で 「戸外あそびが 多い 」が上 まわ っ て い る。 これは 「好む」 と回答 し て い な
い けれ ど ， 戸外あそ び が 多い こ とを示 し て い る 。 こ の 差の 理 由と し て ， や は りあそ び環境が 関
わ っ て くる もの と思われ る 。   の 項目で述べ た よ う に ， 他の地域に比 べ ， C 地域は場所 にお け
るあそび環境 は好 ましい 。
　  戸外 あそびの時間
男児は「3時間以内」「3 躙 以上」の賭 ◎ 各・約吉ず つ 砧 めて い る ・ また ・ 女児 ｝ま「2
時間以内」が 30％強で ， 最 も高 い 率 を占め て お り， さ らに 「1時間以 内」 とい う回答が 14％ も
ある こ とか ら， 男女の 相違は明 らか で ある 。 年齢で は ， 年長児に なる ほ ど時問が長 くな る 。 地
域 に お い て は ， 図 8 よ り， C 地域は男女 とも約半数が 「3 時間以上」 と回答 し て お り， 他 の地
域に 比 べ ， 戸外で あそ ん で い る 時間が 著 し く長 い 。
　　cr，T［〕．a　　　　　　 （男 ）　　 図 8　戸外 あ そびの 時間 地域別 （％）　 （女）
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　以上 よ り， 男児は年齢が上昇する につ れ て戸外あそび時間が長 くな り， さ らに また ， 女児 よ
り戸外あそ び時間が長 い 傾 向に ある 。
　  戸外あそび か らの 帰宅時間
　 「5時頃」に 帰宅す る もの と ， 「6時〜 6時 30分頃」に帰宅する もの と， 二 つ の傾向に分かれ
て い る 。
　年齢別で は ， 年齢の 上 昇 と と もに帰宅時間が遅 くな り， 女児よ り男児の方に 遅 くな る傾向が
あ る 。
　地域別で は ， A 地域 は， 最初 に 述べ たの と同 ようの傾向で ある 。 図 9 よ り，　 B 地域は ， 「5時
頃」が 37％ ， 「4時30分頃」が 23％と ， 両方で 50％回答 して い る 。 また C 地域は ， 「6 時〜 6 時
30分頃」が 47％で ， B 地域 とは逆に ， 遅 い 時間帯 に約50％ 占めて お り， 三 地域に有意な差が ある。
　　tstS．，　　　　　　　 （鋤 　　図 9　戸外あそび か らの 帰宅時 間（％）　 （女 ）　　　　　　 ［5］3．3
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三 笠 ・金築 ・泊里 ：子 ど もの あそ び環境 に つ い て
　以上 よ り， 前述の
“
戸外 あそび か らの帰宅時間
”
と比 べ て もわか る ように ， 帰宅時間の遅い
地域 は ， 戸外で長時間あそん で い る 。 す なわ ち ， C 地域→ A 地域→ B 地域の 順 に戸外あそ び時
間が長 い と言 える。そ して ，こ の 項 目に お い て も，C 地域が群 を抜 い て よくあそんで い る こ とが
うか が える 。 これは あそび時間の長短 と， あそび環境 の適否 と の 関わ りを意味 し て い る 。 年
齢別 で は ， 年齢の 上昇 とと もに ， 戸外で 長時間あそん でお り， 女児よ り男児の 方が戸外で長時
間 あそぶ こ とは明 白で ある 。
  テ レ ビ視聴時間の 制限の 有無
　平均す る と，制限の有無 は半数ず つ で ある。
　年齢別で も こ れ と同よ うの 傾向を示す 。
　地域別で は ， A 地域は 「制限して い る」，　 B ・C地域では 「制限 して い な い 」傾向が ある 。
　以上 よ り， テ レ ビ視聴時間 を制限 して い る か ，い ない か は地域 に よっ て異 なる傾向に ある 。
  テ レ ビ視聴時間
約半鰯 が 「2時間以内」 と略 して お り捲野勤 ・ 「・時間以内」 と酪 して い る ・
　年齢別で は ， 年齢の 上 昇 と と もに ， 視聴時間が長 くなる傾 向はあるが，その 差は顕著で ない 。
　地域別で は ， B 地域の男児 に最 も長 く視聴す る傾向が見 られ る 。
　　　　　　　　　　　　　　　図 10　テ レ ビ視聴時間（％）
　　 〔5xa．6　　　　　　　　　（男）
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　  テ レ ビ視聴時間帯
　全体的に 「午後 7 〜 8 時 まで 」が 最 も多 く， 次い で 「午後 5時 〜 6 時」「起床か ら登園まで」
とい う順に な っ て い る 。 年齢別，地域別も同よ うの傾向を示 して い る 。 ここでは ， 戸外 あそび
と テ レ ビ視聴 と の 関わ りとい う点か ら，視聴時間帯が問題 に なる。そ こ で ， よ くあそんで い る
と思わ るる時間帯 に つ い て検討 して み る と ， お よそ午後 3時〜 6時位 で あろうと思われ る。 こ
の視聴時間帯を調べ る と， 年齢で は ， 年長児， 年少児， 年中児の順に ， 地域で は ， C 地域 ，　 A
地域 ， B 地域の 順 に回答率が低 い 。 こ れ は 戸外あそびの 多少に比例 し て い る 。 しか し ， 起床か
ら登園 ま で に平均 35％近 くの ものが テ レ ビを見て い る現状は ， まさ に朝か らテ レ ビ づ けで ある
と言え る 。
　  習 い ご との 有無
　男児よ り女児 の 方が ， 習 い ごとを して い る傾向が ある 。 年齢別で は ， 年齢の上昇に伴っ て習
い ご とをして い る ものが増加 して い る 。 そして， 女児の 方が 多い 。 また ， 地域別で は，A 地域
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で は習い ごとを して い る ものが62％で ， B 地域は35％ ，　 C 地域は 36％ と， 群 を抜い て A 地域が
多い 。
　  習い ごとの 種類
　習 い ご との種類 と し て ， 「運動的」習 い ご とと， 「非運動的」習 い ごと に 分 け ， それ ぞれ に つ
い て み る と， 男児は 「運動的」習い ご とが 多 く， 女児 は 「非運動的」習い ごとが多い 。
　年齢別で は ， 年齢の上昇 と とも に ， 「運動的j は減少 し，「非運動的」が増加する 。 男女 と も
同よ うの 傾 向で ある 。
　地域別で は ， C地域 は，習 い ご とをして い る男児の 90％が 「運動的」と回答 して い る 。 また ，
C 地域の女児82％が 「非運動的」 と回答 して い る 。 男女 を総合すれ ば， C地域は他の 地域に比
べ 「運動的」「非運動的」の両方の習い ご とをし て い る もの が多 い 。 な お ， 「運動的」習 い ご と
と して ， 水泳 ， 体操が多 く， 「非運動的」 として は ピ ア ノが 多い 。
　  習 い ご と の 目的
　 「健康」「体力づ くり」「集中力の 養成」が 各々約30％の 回答が あ り， 次 い で 「技術習得」「集
団生活へ の 慣れ」とな っ て い る。男女間で は ，男児 に お い て 「体力づ くり」が 44％で 最も高 く，
女児は最初に 述べ た 三 項 目が 28％前後で 同率で ある 。 しか し ， 「技術習得」の項 目で ， 男児の 2
倍 の 回答 を得 て い る 。 他には ， 男児の方が 回答率が高 く（複数回答の ため）， 男児の 方に 習 い ご
とへ の期待をか けて い る様子が うか が える 。
　年齢別 で は ， 年長男児 は前述の 男児の 傾向 と同よう で あ る が ， 女児の 方 は 「技術習得」が 30
％ と最も高い 率を示 して い る 。 年中男児は 「体力づ くり」の 回答が 50％ と多く， 女児は 「健康」
が34％ と多い 。 年少児 は 「健康」が 多い 。
　地域別 で も同よ うの 傾向が み ら れ る 。
　以上 よ り， 全体 的に 「健康」「体力づ くり」「集中力の養成」 の三 項 目に 対 して の 回答 が多 い
が ， 女児は 「技術習得」に 対する回答が 多 い 。こ れ は前述 した よ うに ， 女児は 「非運動的」習
い ごとを して い る ものが多 く， 内容 的に は ピ ア ノな どが 多い た め で あろ う。 また年齢の 上 昇 に
伴 っ て ，目的が積極的に な っ て きて い る。例 えば， 「健康の ため」か ら 「体力づ く りの た め」の
よ うに変わ っ て きて い る。 しか し ， 「健康」「体力づ くり」とい っ た項 目は ， 戸外で 活発 に あそ
ぶ こ とに よっ て養成 され る も の な の で ， こ の 傾向は 現代の あそ び の 貧困 さ を表わ して い る と言
える 。
〔II〕活動的なあそびの 好 き嫌い に よ る傾 向
  活動的な あ そ び に っ い て
これは ， 〔1〕の   の 結果を参照 され た い 。
  地域で の あそ び環境
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　　 主 として ， （1｝広い 場所の有無 ，   交通量の 多少（3）あそ び仲間の有無 をみ る と， 「広い 場所が あ
　 る」 とい うの は 7割弱で ， 好む も の ほ ど 「ある」 と答 え て い る 。 男女で は ， 男児は前述 と同じ
　 傾 向を示 したが，女児で は こ の 傾向は ない 。「交通量が多 い 」とい うの は 5割前後で ， 普通の も
　 の が最 も多 く， 好み の 傾向はみ られ ない 。 男女で は ， 男女 とも好み の傾 向はみ られない 。 「あそ
　 び仲間が い る」で は ， 好 むもの が最 も多 い が ， 好み に よる傾 向はみ られ な い 。 男女で は ， 好 ま
　 な い もの ほ ど 「仲間が い な い 」傾向が み ら れ る 。
　　 以上 よ り， 好み に関与す る もの として ， 男児に 「広い 場所の 有無」， 「あそび仲間の 有無」が
　 関わ っ て くるが ， 女児は こ うい っ た環境 に左右 されない とい うこ とが 言える 。 これに つ い て考
　 え る とう 女児 は男児 に比 べ ， 静的なあそ びが 多 い た め ， 広 い場所 をあ ま り必要 と せ ず ， 大勢の
　 仲間 とあそぶ よ り 2〜 3人 で あそぶ ことが多 い とい う こ とに よ る もの で はな い だ ろ うか 。
表 2　 地域で の あそび環境 （％）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （複 数回答 ）
広 い 場所
が あ る
広 い 場所
が な い
ある が あ
そ べ ない
危 険 な
所 が あ る
交 通 量
が 多 い
交 通 量
が少 ない
あそび仲間
が　 い 　 る
あ そび仲間
が　い ない
あそぶ 時間
が　 な　 い
そ の 他
好 　　 　 む 69．724 ．7 2．026 ．950 ．O34 ．2 84．6 12．7 0．2 2．5
まあまあ好 む 67．125 ．7 3．623 ．449 ．136 ．9 73．9 23．0 0』 0，0
普　　　通 66．928 ユ 1．7 18．254 ，330 ，8 75．2 21．5 1，0 q．7
　年齢別で は ， 年長児は ， 「広 い 場所が ある」の所で ， 男児は好む もの ほ ど 「ある」とい う傾向
がみ られ ， 女児に はみ られ な い 。 「あそび仲間の有無」で は ， 女児は好 む もの ほ ど「仲間がい な
い 」傾向が み られる 。 年中児は ，「広 い 場所が ある」で は ， 男女 とも特 に 傾向はない が ， 「あそ
び仲間の 有無」で は ， 男児 に 好む もの ほ ど 「仲間が い る」傾 向が ある 。 年少児 は ， 「広 い 場所が
ある」で は ， 男児 に好 まない もの ほ ど 「ある」 とい う傾向が み られ た 。 しか し ， よ くあそぶ場
所の項で ， 年少児は好ま な い もの ほ ど 「公園 ・空地 」等の 広い 場所で あそぶ割合が低い の で ，
広 い 場所は あ っ て も利用 して い な い と言 え る 。
　地域別で は ， 三 地域 とも好み の 相違は み られ な い 。 こ れ は ， 同地域内に居住 して い る の だか
ら環境 もまた 同じである の で ， 当然で あろ う。
　  よくあそぶ 場所
　戸外あそ びを好む もの ほ ど 「公園 ・空地」で あそ び， 好まな い ものほ ど 「家の 中・友達の 家」
で あそぶ とい う ， 予想通 りの 傾向が顕著に で て い る 。 男女 で は ， 男女 と も同 よ うの 傾向が み ら
れ る 。 さ ら に 男女 の数値を比較する と， 男児の 方が 戸外で あそ ぶ 割合が 高い 。
　　　 表 3　 よ くあそ ぶ 場所 （％）
公　 　園
空　 　地
道 　 　路
駐 車 場
　 寺
神　 　社
野 　 　原
池 ・川 自宅 の庭
家 の 中
友 達の 家
　　 丶
運 動 場 そ の 他
好 　 　 　 む 37．417 ．30 ．7 L6 1L223 ．15 ．5 3．2
まあまあ好 む 28．617 ．31 ．4 0，5 11．833 ．2 3．6 3．6
普 　 　 　通 25，514 ．90 ．3 0．0 9．345 ，4 ・ 2．3 2．3P
く0．0］
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　年齢別で は ， 年長児の場合 ， 好む もの は 「公園 ・ 空地」， まあ まあ好 む ・普通の もの は 「家の
中 ・友達の家」が首位 を占め ， 好 む もの ほ ど戸外で あそび ， 好まな い もの ほ ど室 内で あそぶ傾
向が で て い る 。 また ， 男女 とも こ の 傾向がみ られ たが ， 室内で あそ ん で い る割合は女子 の 方が
高 い 。 年中児 も年長児同よ うの パ ターン を示 して い るが， 年中女児 に 限 り， 好み の 傾向はみ ら
れ なか っ た 。 年少児 も年中児 ・年長児同よ うの パ ターン で あるが ， 「家の 中 ・友達 の家」 の 占め
る数値 は高 くな っ て い る 。 また ， 女児に好まな い もの ほ ど室内で あそ ぶ と い う傾向が み られた 。
　地域別で は ， こ こ で も予想通 り， 「好 む」「まあまあ好 む」「普通」とい っ た順 に戸外の場所が
減少 し，「家の 中・ 友達の 家」が増加 して い る地域は ， A 地域の男児 に有意 な差がみ られ る。同
よ うに ， A 地域の 女児に も こ の傾向がみ られ る 。 したが っ て A 地域に お い て は ， 好き嫌い の 度
合 とあそぶ場所が比例 して い る。 また ， B 地域の 女児 に もこの傾向が み られ るが ，　 B 地域の男
児や C地域の 男女児に は ， 好き嫌い の 度合 とあそぶ場所 との 関わ りはない 。 ．
　以上 よ り， 男女 ともに好む もの ほ ど 「公園 ・ 空地」等 ， 戸外 で あそぶ割合が高 く， こ の 傾向
は特に 男児の 方に 強 く表われ て い る 。 年齢別にお い て も同よ うであ るが ， こ の傾向は年長の 方
が 顕著 に表わ れ て い る。地域別で は ， A 地域 の 男女 ，　 B 地域の 女児に 同 よ うの 傾向は み られ る
が ， B 地域 の男児 ，　 C地域で は み られ なか っ た 。
　  よ くあそぶ相手 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
冖
　好む もの ほ ど「同年齢」「異年齢」の い わ ゆ る友達をあそ び相手 に して い る と い う回答 が多 く，
好 まな くなる ほ ど 「父母」「祖父母」「兄弟」「1人 あそび」とい う肉親 と， また は 1人で あそぶ
割合が増加 して い る。
　 表 4 　 よ くあそ ぷ 相手 （％）
父　 ・　 母
祖　父　母
兄 　 　 　弟 1人 あそ び
ク ラ ス の 友
他の クラス の友
お け い こ ご と
年上 ・年下の 友
そ　 の 　他
好　 　　　む 0．9 23．9 1．6 54．3 172 2．1
まあまあ好 む 1。8 28．2 3．6 50 ．9 12．3 3．2
普　　 　 通 3．3 29．1 7．6 45．4 13．3 1．3
P 〈 0．01
　年齢別で は ， 年長児は ， 前述 同 ようの傾 向を示すが， 男児の 方に こ の 傾向が 強 い 。 年中児 は ，
全 く傾向が なか っ た。年少児は ， 年長児 ・年中児と比 べ て ， 好む の所で少 し異な っ た傾向 を示
して い る。 好む もの ほ ど 「兄弟」とあそび ， 好 まな くなる ほ ど他の 年齢 と同 よ うに 「父母」「祖
父母」 とあそぶ傾向が ある 。
　地域別で は，どの地域 も好み に応 じた 「あそび相手」の 傾向はみ られ な い 。
　以上 よ り， 活動的な あそびを好む もの ほ ど ， 友達をあそび相手に して い る とい う傾 向が ある。
すなわ ち ， 「家族」 「兄弟」 とあそぶ よ り友達 とあそぶ こ とに よ り， あそびが活動的に なる こ と
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を意味 して い る。 また ， 年齢別で は ， 年長男児に 前述の 傾向が 強 く， 年少児は ， 好 むものほ ど
「兄弟」 をあそび相手 とし て い る 。 こ れ は社会性の発達 ， バ ーテ ン の 分類か らみ て も，友達 と
あ そ ぶ 以 前の段階で ある と考え られ る 。 ま た地域の 傾向は み られ な い 。
　  戸外あそびの仲間の数
　あそび仲間の 数 は，増加す るほ どあそびが活発 になる と予想 され る の で ， 「1人 」と 「4 〜 5
人 」の 回答 に 注目し ， それ ぞれ に つ い て 好 み の 傾向をみ る と， 好む の中で は 「1人」は 2．1％，
「4 〜 5 人」は 30％で ある 。 そ して ， 好 ま し くな くな る ほ ど 「1人」の 数値は増加し ， 「4 〜 5
人 」の 数値は減少して い る こ とか ら，活動的なあそび を好 む もの ほ どあそ び仲間は多い と言 え
る 。 男女で は ， 男女 と も同よ う の傾向を示す 。 また ， わ ずか の 差で は あるが ， 男児の方が 女児
よ り 「4 〜 5人」以上で あそん で い る割合が 高い 。
　　　表 5　 戸外あそ びの 仲間の 数 （％）
1人あ そ び
が 　多　い
2 〜 3 人
が　多　 い
4 〜 5 人
が　多　い
6 人 以 上
が 　多　い
そ　の 　他
好　　　　 む 2．1 66．1 30．0 1．8 0．0
まあ まあ好 む 3．1 72，1 23．0 1．8   ．0
普　　 　 通 4．0 73．7 19，7 2．0 0．6
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 P 〈 0．05
　年齢別で は ， 年長児 「4 〜 5人」 と回答 して い るの は ， 好む もの ほ ど多くな っ て い る 。 男女
で は ， 男女 と も前述同 よ うの傾向が あ り， 男児の 方が若干 「4 〜 5 人」で あそ ん で い る 。 年中
児で は ， 男児に お い て 「4 〜 5 人」 は好 む もの ほ ど多 くな り， 女児では好 まな い もの ほ ど 「1
人あそび」 をす る傾向が ある 。 また ， 男児よ り女児の 方が ， あそび仲間の数が 多 い 。年少児で
は ， 好まな くな るほ ど 「1人」で あそ ぶ 傾向が ある 。 男女で は ， 男女 と も明 らか な差は み られ
ない 。
　地 域別 で は ， A 地域の 男児に 好む もの は 「4〜 5人」 で あそん で い る と い う傾 向が 僅か に あ
るだ けで ，そ の 他 の地域で は好み ＆の 関連 はみ られ な い 。
　以上 よ り， 戸外 あそび の 仲 間の 数 と好 み の 傾向 との 関連 は ， 活動的なあそびを好む もの ほ ど
あそ び仲間が多 くな る傾向が ある 。 こ れ は ， 前述 の 「よ くあそぶ場所」の項目で ， 活動的な あ
そ びを好む もの は ， 公 園・空地等の 広 い 場所で あそ ん で い る と い う結果か らみ て も， 年齢で は ，
あそび仲間の多少 と ， あそび場 所の ス ペ ース と， 活動的なあ そびの好 き嫌い とは深い 関わ Dが
あ る と言え る 。 地域で は ， 好 み の 傾向とあそ び仲 間の 数 との 関連 は，ほ とん どみ られ な い 。
　  戸外 あそびの 仲間の 数
　好み に 関わ らず ， 「同性」が最 も多 く60％前後 ， 「混合」は30％前後 ， 「異性」はわ ずか 0．5％
弱で ある 。 男女で は ， 男児は好む もの ほ ど同性とあそび ， 女児で は好 まな い もの ほど同性 とあ
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そぶ 傾向が み られ る 。 そ して ， 男児の 方が 同性 とあそぶ割合が 高い 。
　年齢別で は ， 年長児 は ， 同性と よ くあ　表 6　戸外で の あそ びの 仲間の 性別 （％）
そび70％前後 を占めて い る。 そ して好む
も の ほ ど同性 とあそぶ傾向が ある。 男女
で は ， 男児の 方が 女児 より同性 とあそぶ
割合が 高い 。 また ， 男児 は好 む もの ほ ど
同性 とあそび ， 女児は好 まな い もの ほ ど
同性 とあそぶ 傾向が み られ る 。 年中児は ，
年長児同ようの 結果で あるが ， 同性 と あ
そ ぶ 数値は ， 年長児よ り低 い 。そ して ， 好む もの ほ ど同性 とあそぶ傾向が ある。 男女 をみ る と，
男児に好む もの ほ ど同性 とあそぶ傾向がみ られ る。　 年少児は ， 好む，普通の もの は同性 とよ
くあそんで い るが ， まあ まあ好 む もの は混合 で よくあ そん で お り， 好 み に よる傾向はな い 。 ま
た ， 男女 とも好み の傾向はみ られない 。
　地域別で は ， 好 み の 傾向は な い 。
　以上 よ り， 戸外あそびの仲 間で は同性 と最 もよ くあそん で い るが ， 男児 は ， 活動的な あそ び
を好 む もの ほ ど同性 とあそび ， 女児で は好 まな い もの ほ ど同性 とあそ ぶ 傾向に ある 。 こ れは ，
男児は同性 とあそ ぶ 方が活動的なあそ び に な りや す く， 女児は 反対に 静的な あそ びに な りや す
い と考 え られ る の で ， 前述の よ うな傾向が 生 じた ので あろ う。 また ， 年齢の低下に 伴 っ て ， 混
合で あそぶ 割合が 高 くなり，好 み の 傾向 はみ られな くな る 。
　  戸外 あ そびの 多少
　好む もの は ， 「戸外あそびが 多 い 」が 56．7％で 首位 を占め ， まあ まあ好む ， 普通の もの は ， 「戸
外 ・室内半分ずつ くらい 」が それ ぞれ 44．6％ ， 47．7％で 首位を占めて い る 。 普通の もの は ， 「室
内あそ びがや や多 い 」の 項目の 数値が 他に比 べ て 高い 。 こ の順位 は予想通 りの 結果で あ り，好
む もの ほ ど戸外あそびが 多 くな り， 好 まな い もの ほ ど室内あそびが 多 い 傾 向を示 して い る 。 男
女で は ， 男児の方が 女児 よ り戸外 あそびが 多い 。
同　　 性 異　　　性 混 　　 合
好　　　　 む 64．1 4．3 31．6
ま あ ま あ好 む 59．5 3．6 36．9
普 　 　 　 通 61．4 6．3 32．3
表 7　 戸外あそび の 多少 （％）
戸外あ そ び
が　多　い
戸外あ そ び
が やや 多い
半 分 ず つ
く　 ら　 い
室内あ そ び
が や や多い
室内あ そ び
が　多　い
好　　　　 む 56，7 15．2 23．4 3．6　 　
’ L1
まあまあ好 む 20．7 27．5 44．6 7．2 0，0
普　　　 通 15．1 14．5 47．7 17．8 4 ．9
P 〈 0．01
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　年齢別で は ， 年長児 ， 年中児 に比 べ ， 年少児は好 まな い もの ほ ど室内あそびの 占め る割合は
高 い 。 また ， 好 む もの の男女 を比 較す る と， 男児 は女児 よ り戸外あそびの 占め る割合が高い 。
　地域別で は ， A 地域，　 B 地域，　 C地域 とも 「好む」 と回答し て い る もの に戸外あそ び が 多い
とい う有意な傾向が ある 。
　以上 よ り， 好 む もの ほ ど戸外あそびが 多く ， 男女で は ， 男児の 方が多い 。 年齢で は，年齢が
上昇す るほ ど戸外あそ びが多 く， また ， 好 ま な い も の ほ ど室内あそ び の 占め る割合は高い 。 地
域で は ， A 地域 ，　 B 地域，　 C地域 とも好む もの ほ ど戸外あ そびが 多い とい う結果が み られ る 。
　  戸外あそ び の 時間
　好む もの は 「3時間以上戸外で あ そぶ 」と回答 した もの が最 も高 く， 次 い で 「3時間以 内」
で ある。 まあまあ好む もの は 「2時間以上」が最 も多 く， 次 い で 「3時間以内」で ある 。 普通
の もの は ， まあ まあ好 む もの と同ようの結果 を示 したが ， そ の 数値は ， まあ まあ好む もの よ り
低 い 。 こ こ で 戸外あそ び時間の傾向をみ るた め に 「3 時間以内」 と 「3時間以上」を合併 して
「3時間以内もしくは それ以上」 とい う項目に してみ る と， 好む もの ほ ど 「3 時間以内もしく
は それ以上」の 数値 は高 くなる傾向がみ られ る 。 また ， 男女 とも ， 好 む もの ほ ど戸外 あそび時
間は長い 傾向に ある 。
表 8　戸外 あそ びの時間 （％）
1　 時 　間
以 　　　内
2　 時　間
以 　　　内
3　 時 　間
以 　　　内
3　 時　間
以 　 　 　 上
そ　 の 　他
好　　　　 む 6．8 25．0 30．0 37ユ 1．1
まあまあ好む 9．5 35．5 32．7 22．3 0．0
普　　　 通 16。0 34．9 26．9
　 ．
21．9 0．3
P く O．Ol
　年齢別で は， 年長児の場合， 好む もの ほ ど戸外あそ び時間が長 い傾 向に ある。 男女で は ， 男
女 とも前述の傾向を示 して お り， 男児の方が戸外 あそ び時間が長 い 6 年中児 も年長児 と同 よ う
の傾向で ある 。 また，男女 に つ い て も年長児同ようの傾向で ある が ， 戸外あそび時間は年長児
と異な り， 女児の 方が 若干長 い 。 年少児で は好 みの傾 向は み られ な い が ， 戸外 あそび時間は男
児の 方が長 い 。
　地域別 で は ， A 地域の 男児に お い て の み 有意な差が見 られ る 。 すなわち， 好む もの ほ ど戸外
あそび時間が長 い と い う結果で ある 。 そ の 他の地域で は ， 好 み に よる傾向は み られ な い 。
　以上 よ り ， 活動的な あそび を好む もの ほ ど戸外 あそ び時間は長 く ， 好 ま な くな る ほ ど短 い
とい うこ とが言 える 。 こ れ は前述の あそ びの 内容の所で も述 べ て い るよ うに ， 活動的なあそび
を好む もの ほ ど戸外あそびが多い と い うこ とか らも うか が える 。 年齢で は ， 年長児， 年中児に
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同 よ うの 傾向が あ り，地域で は ，
一部地域の み同 よ うの傾向がみ られ た 。
  戸外あそ び か らの 帰宅時間
　好む もの は 「6 ：00〜 6 ：30頃」が首位 を占め ， 次 い で 「5 ：00頃」で あ る 。 まあ まあ好む，
普通の もの は 「5 ：00頃」が首位 を占め ， 次い で 「6 ：00−一　6 ：30頃」で ある 。 「4 ：30頃」の
早 い 帰宅 は ， 普通の もの が最も多い 。 こ こ で 帰宅時間の 傾 向をみ るた め に，「6 ：00
〜 6 ：30頃」
に注 目し，そ の 傾向をみ る と ， 好 む もの ほ どそ の 数値は増加し ， 好 まない もの ほ ど減少して い
る こ とよ り， 活動的なあそび を好 む も の ほ ど帰宅時間は遅い とい え る 。 男女で は ， 女児の み に
前述の傾向が み られ ， 女児の 方が男児よ り帰宅時間 は遅 い 傾向がある。
　　　 表 9　 戸外あそ びか ら の 帰宅時間 （％）
4 ：30頃 5 ：00頃 5 ： 30頃
6 ：00
〜6 ：3 
そ　 の 　他
好　　　　 む 92 302 22．0 34．5 4．1
まあまあ好 む 12．6 31．1 23，9 30．2 2．2
普　　　 通 17，6 30．5 2D，5 26，8 4．6
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 P 〈 D．05
　年齢別で は ， 年長児 は， 好み に関 わらず 「6 ：00〜 6 ：30頃」が首位を 占め ， 好 む ものほ ど
帰宅時間が遅 い 傾 向が ある 。 そ して ， 女児の 方が 帰宅時間は遅 い 傾向が ある 。 年中児は ， 好み
に関わ らず 「5 ：00頃」が 首位 を占め ， 年長児同 よ うの 傾向が ある 。 年少児は 「4 ：30〜 5 ：
00頃」帰宅す る もの が 多 く， 好 み の 傾向 はみ られ な い 。 し か し，年長児，年中児 と異な り，帰
宅時間は男児の 方が女児よ り遅 い 傾向が ある 。
　地域別で は ， 好み の傾 向はみ られな い 。
　以上 よ り， 活動的な あそび を好む もの ほ ど帰宅時間は遅 い 傾 向が ある 。 こ れ は ， 前述 の あそ
び の 多少 ， 戸外あそび時間で も述 べ て い る ように ， 活動的なあ そび を好む もの ほ ど戸外あそび
が多 く，帰宅時間 も遅 い とい うこ とか ら考 える と， 当然の結果 とい える 。 年齢で は ， 年齢の 低
下 に伴 っ て帰宅時間は早 くな り，地域 で は ， 好み の 傾向はみ られな い 。
　  テ レ ビ視聴時間の 制限の 有無
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 表 10
　好む ， ま あ まあ 好 む もの は， そ れ ぞ れ
52．5％， 52．9％， 普通の も の は 48．2％で 好
み の傾向は な い 。 男女で は ， 男児の方が女
児 よ り制限 され て い る。
　年齢別で は ， 年長児は ， 好む ， ま あ ま あ
好む もの が ， 年 中児は ， まあまあ好 む もの ，
年少児は，好む，普通の もの が制限されて
テ レ ビ視聴時間の 制限の 有無 （％）
制限し て い る 制限 して い な い
好　　　　む 52．5 47．5
まあまあ好 む 52．9 47 ，1
普　　 　 通 48．2 51．8
一20一
工工一leotronio 　 ibra y 　
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service
hukugawa 　 akuin 　 ollege
三 笠 ・金築 ・泊里 ：子 ど もの あ そ び環境 に つ い て
お り， い ずれ も好 み に よ る傾向はな い 。男女で は ，年中児をの ぞ い て男児の 方が制限 され て い る 。
　地域別で は，好 みに よる差は な い 。
　以上 よ り， テ レ ビ視聴時間の制限に つ い て は ， 好み の 傾向はな く， 地域 に よる差 もみ られ な
い
。
　  テ レ ビ視聴時間
　好 む ， 普通 の もの は 「2時間以内」が最 も多 く， まあまあ好む もの は 「3時間以内」が最も
多い 。 そ して ， 「3時間以内 もし くはそれ以上」とい う長時間の 視聴は ， まあまあ好む ものが 最
も多く， 次い で好む ， 普通の もの の 順で ある 。 男女で は ， 男女 ともまあまあ好む もの の視聴時
間が 長 く， さ ら に ， 男児の 方が 女児 よ り長 い 。
　　　　表11　テ レ ビ視聴時間 （％）
1 時間以 内 2 時間以 内 3 時間以内 3 時間以上 そ　 の 　他
好　　　　む 34．2 43．7 16．8 3，0 2．3
ま あ まあ好 む 33，8 27．4 36．5 1．4 0．9
普 　　　 通 26．9 55．5 11．6 3．7 2，3
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 P くO．05
　年齢別で は ， 年長児は ， まあまあ好む もの の み が視聴時間が 長 く， 好 み の 傾向は ない 。男女
で は，男児は，好 む もの ほ ど視聴時間は長 い 傾向がみ られ たが ， 女児 に は こ の 傾向はな い 。 年
中児 は ， 好 む に したが っ て視聴 時間が長 く， 好 み の傾向が 見 られ る 。 しか し ， 男児 に は ， 好み
の傾 向は な く， 女児に 好む もの ほ ど長 い とい う傾向が あ る 。 年少児 は ， 年長児同よ う ， ま あま
あ好む もの は長 い が ， 好み の傾 向はな い 。 男女で は ， 男女 と も好み の 傾向はな い が ， 女児の 方
が 男児よ り視聴時間が 長 く， その数値 も非常に高い 。
　地域別で は ， 好み の傾向は み られ な い 。
　以上 よ り， テ レ ビ視聴時間で は ， 好み の傾 向お よび地域 によ る差 もみ られ な い が ， 年齢別に
み る と年 中児に ， 男女別で は年長男児 ， 年 中女児に好み の傾 向が み られ た 。
　  テ レ ビ視聴時間帯
　活動的なあそびの好 き嫌い との 関係 をみ るた め に ， よ くあそん で い る と思われ る「午後 3〜 6
時」の時間帯に 注 目して み る と 「5〜 6時」が 好み に 関わ らず45％前後で 最 も多 く， 「3〜 5 時」
はわ ずか 2％前後で あ D ， 好み の傾 向はみ られ な い 。 男女で は ， 男児の 方が女児 よ り多 く視聴
して い る。
　年齢別で は ， 年長児 ， 年中児 ， 年少児 とも前述 と同ようの 結果 を示 し て お り， 好 み の 傾向は
な い 。
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表12　テ レ ビ視聴時間帯 （％） （複数 回答）
登園まで
帰　園
一夕食 食事 中
室内 で
あ そ び
なが ら
3 ：00
− 41004
：00
− 5：005
：00
− 6 ；006
：00
〜7；007
：0G
− 8：008
：00
− 9：009
：00
〜IO；00
そ の 他
好 　　 　　む 37．57 。513 ，98 ．40 ．22 ．746 ，460 ．562 ．78 ．00 ．72 ．3
ま あ まあ好 む 36．510 ．416 ．29 ．0O ，01 ．444 ．124 ．875 ．28 ．62 。71 ．4
普　　　 通 35．08 ．316 ．27 ．60 ，31 ．344 ．629 ．468 ．34 ，60 ．30 ．3
　地域別 で は ， C 地域の 男児に ， 好 む もの ほ ど視聴 して な い とい う傾 向が ある 。 また ，　 C地域
の 女児 も好 む もの が ， 他 の地域 に比 べ て非常に少な い 。 しか し， 好 む もの が 「3
〜 6 時」に見
て い ない とい う傾向は ない 。
　以上よ り， 活動的なあそ びの好き嫌 い と 「3〜 6時」の テ レ ビ視聴時間帯の 関連 はな い 。
　  習 い ご との 有無
　好 む ， 普通の もの は ， 習 い ご とを して い る割合が，習 い ご と を し て い な い 割合 に 比 べ て そ
れ ぞ れ0．6％ ， 29．8％下 まわ っ て い るが ， まあ まあ好む もの は9．4％上 まわ っ て い る の で ， こ こ
で は好み の傾向は み られ な い 。 男女 で は ， 男児は ， 好 み に 関わ らず習 い ご とをして い な い もの
が 多 い が ， 女児は習 い ご と をし て い る もの が 多い 。
　年齢別で は ， 年長児 は ， 好み に関わ らず習い ご とをし　 表 13　習 い ご との 有無 （％）
て い る もの が多い 。 男女で は ， 男児 は好む ， まあまあ好
む に 習 い ご とを して い る ものが 多い が ， 普通 は習 い ご と
を して い な い もの が 多い 。 そ れ に 対 し て ， 女児は好 み に
関わ らず習 い ご とを し て い る もの が 多く， また ， 割合 も
高 い 。 年中児 は ， まあ まあ好 む に 習 い ご とを して い る も
のが 多い が ， 好む ， 普通 は ， して い な い もの が 多い 。 ま
た ， 男児は好み に関わ らず習 い ご と をして い ない もの が 　　　　　　　　　　　　　p ＜0．01
多 い 。女児 は，好 む ， 普通の もの は習 い ごとを して い な い ものが多 い が ， まあ まあ好 む もの は ，
習 い ご とを して い る ものが 多い 。 ま た ， 女児 の 方が 習 い ご と を し て い る割合は高い 。 年少児は ，
好み に関わ らず習 い ご と を して い な い もの が多い 。 そ して ， 好む もの ほ ど習 い ご と をして い な
い 傾 向が 若干み ら れ る 。 男女 で は ， 男女 と も好み に 関わ らず習 い ご とを し て い な い もの が多い 。
また ， わ ずか の差 で は あるが ， 男児 に好 む もの ほ ど習 い ごとを して い な い 傾 向が ある 。 男児と
女児を比較す る と ， 年長， 年中児同よ う，女児の 方が習 い ご とを し て い る割合が高い 。
　地域別で は ， 地域の 中で の 好み に よ る傾向は な い 。
　以上 よ り， 年長児 は習 い ご とを し て い る もの が多 い が ， 年齢の 低下 に 伴っ て習 い ご と をし て
い る もの が減少す る 。 また， 男児 よ り女児の方が習 い ごとを して い る割合が高 い 。
　   習 い ご との 種類
　好み に 関わ らず ， 非運動的な習 い ご とが 多い 。 男女で は ， 男児に 運動的習い ご とが 多い の に
有 無
好　　　　 む 49，7 50．3
ま あ ま あ好む 　 54．7． 45．3
普　　　 通 35．1 64．9
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対 し ・ 女児は非運動的が 多い 。 しか し ， それ ぞれ の 好 み に よる傾向は み られ な い 。
　 年齢別で は ， 活動的なあそ びを好 む もの ほ ど運動的習
い ご と をして い る傾向は ， い ずれの 年齢男女で もみ られ 　表 14 習い ご との 種類 （％）（複数回答）
ない 。逆 に活動的なあそびを好 まない もの ほ ど運動的習
　い ごとを し て い る傾向が ， 年長男児 ， 年中女児 に み られ
　る。
　 地域別で は ， A 地域の 男女，　 B 地域の 男児 に好 まな い
　もの ほど運動的習い ご とをして い る傾 向が ある 。
　 以上 よ り， 活動的な あそ び を好 まな い 子 どもは ， 運動
量 も少な く， 自主 的に 運動的習 い ご とをす る とは考 え ら
れず，当然 こ こ に は親の 意志が 働 い て い る もの と考え，年長男児， 年中女児に つ い て 習い ご
との 目的の 所で その 関わ りをみ たい 。
　   習 い ご との 目的
　　「健康」「体力づ く り」「集中力の 養成」「技術習得」1集 団生活 へ の慣れ」な ど が主 な 目的 と
な っ て い るが ， 好み に よ る傾向はみ られ な い 。
表 15 習 い ご との 動機お よび 目的 （％）
　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　（複数回 答）
運 動 的
習 い ごと
非運動的
習い ご と
好 　　　　 む 52．5 64．4
ま あ ま あ好 む 63．1 64．8
普　　　 通 59．8 69，7
健　康
体力づ
く　 り
学校に
役立 っ
集中力
養　成
技術の
習　得
しつ け
集団生
活へ の
慣　れ
忍耐力
の養成
礼儀 を
身 に つ
け　 る
そ の他
好　　　　む 29．733 ．87 ．3 29．215 ．52 ．713 ．28 ．73 ．78 ．7
ま あ ま あ好 む 37．739 ．37 ．4 28．717 ，20 ．816 ．415 ．63 ．38 ．2
普　　　 通 19．727 ．33 ．0 22，79 」 0．814 ．45 ．31 ．54 ．5
　年齢別で は ， 年長児 ， 年中児は前述 した もの と同よ うの 結果 で あるが ， 年少児は「技術習得」
は 0 ％の 回答 を示 し ， 「健康」「体力づ くり」の 2項 目の 数値が高い 。 こ こ で ， 習 い ご との種類
の所 で ， 年長男児 ， 年中女児は
“
好 まな くな るほ ど運動的習 い ごとを し て い る” と い う傾向が
見られ たが ， 年長男児 は 「体力づ く り」年 中女児 は 「健康」が好 まない もの の項目の 中で 最も
数値が 高 く， 10％前後の 差で は あるが好 みの傾向が み られたの で ， こ れ らが習い ご との 目的と
な っ て い る の で は な い だろ うか 。
　地域別で は ， B 地域 の 男児に 「体力づ くり」の 項目に お い て ， 「好む」30．4％ 「まあ まあ好 む」
40．0％ 「普通」 71．4％， 好 まな くな るほ ど数値が高 くな っ て い る。 こ れ も前述同よ う， その 目
的は 「体力づ くり」と思わ れ る 。
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4 ．結　 論
　本研究 は，子 どもの戸外で の あそびに 影響 を与える一要因と し て の あ そび場所 ， あそび仲間 ，
あそび時間， テ レ ビ視聴時間 ， お よび習 い ご と など を とり上 げ， 居住環境の異な る三地域を比
較す る こ と に よ っ て各項 目に どの よ うな差異が生 じるか を調査 した もの であ る 。
　結果 よ り， 三 地域の あそび空間 （場所） に つ い て は ， 近郊農村地域 （C 地域）は ， あそ べ る
空間が 多 く， 交通量が 少な い 地域で ，戸外で あそぶ もの に とっ て は好 ましい 地域 で ある 。 商工
業地 域（B 地域）は ， あそ べ る 空間が少 な く， 交通量 が多 く， 戸外で あそ ぶ もの に と っ て は あま り
好ま し くない 地域 で ある 。 また ， 住宅地域 （A 地域） は ， C 地域 と B 地域の中間的性格 を有 し
て お り， あそびに は まあまあ好 ましい 環境 の 地域で あ る 。
　それで は ， これ らの地域の あそ び場所の良否 と ， 各々 の 調査項目と の 関連 を論 じる前に ， こ
れ らに つ い て どの よ うな手順で 解明 し て い っ た か を述 べ て お くこ と に する 。 各々 の地域の 中で
の 活動的なあそび の好 き嫌 い に対 し ， ある項 目に変化 が な く， か つ ， 地域間に は変化が ある と
い 鑑巣は ， そ の 地域の あそ び場所の 良否 に影響 され て い る と教 られ る 。 例え｝ま， よ くあそ
ぶ 相手に つ い て考 える と ， C 地域は友達 とあそ ぶ 傾向が多 く，　 B 地域は家族 とあそぶ傾向が多
くな っ て い る 。 こ れ だ けを比較す る と， C 地域 の あそび相手の環境 は良い とい う結果 に な る 。
しか し ， C地域 と B 地域の 「好 む」 もの 同志 を比較 して ， もし C 地域も B 地域 も 「好む」が同
数 に近 い 値 を示 した な らば ， 地域環境 よ りむ しろ あそ び の 好 き嫌い の度合 に よ っ て あそ ぶ相手
が 決 ま っ て くる こ とに なる 。 し か し ， 好み に よる差が ない と い う結果 とな っ た な ら， それ は地
域環境 に よる もの で ある と言 え るの で は な い だろ うか 。 こ の よ う に し て 結果 を ま と め る と ， 次
の よ うな こ とが 言える。
　最 もあそび場所が 多くある C 地域 は他 の地域 に比 べ ， あそび相手 として友達が多 く，あそぶ
場所 も戸外で あそ んで お り ， 仲間の数 も 4 〜 5人が 34％と高い 率 を示 し ， あそび時間も 3時間
以上が群を抜い て 多く， あそびか ら の 帰宅時間 も 6時頃 と遅 い （あそび時間ど同 よ うの傾向を
示 して い る）。 テ レ ビ視聴に お い て は ， 戸外 で あそん で い る時間帯 （午後 3 時
〜 6時）に視聴時
間が 37％ と低い と い う結果 で あ っ た 。 また ， 他の地域 と比較 して ， あそ び場所とし て は あ ま り
好 ま し くな い 環境 に ある B 地域で は ， あそび相手 として家族 とあそ ぶ 傾向が あり， あそぶ場所
は家 の 中が 多く， あそび仲間の 数は 2〜 3人 で ， あそび時間は 2時間以内が 半数 を占め，あそ
びか らの帰宅時間 も半数が 午後 5時頃 と早 い 。 テ レ ビ視聴に お い て は ， 戸外で あ そ んで い る時
間帯 （午後 3 時〜 6時）に視聴時間が 57％で あっ た 。
　以上の 結果 か ら ， 地域 の あそび環境 ， 特に あそ べ る場所の 良否が子 どもの戸外の あそ びを助
長させ る種々 の要因 と深 い 関わ りが ある こ と が解明 で きた 。 しか し ， 性別や年齢別に お い て は ，
あそ び環境 との 関わ りは明 らか に で きなか っ た 。 これは，地域の あそ び環境以前 に性差 ， 年齢
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三 笠 ・金築 ・泊里 ：子 ど もの あ そび 環 境 に っ い て
差 とい うものが大 き く関与 して い るの で あろ う。 また ， あそび仲間の性別 ， テ レ ビ視聴時間の
制限の 有無 ， テ レ ビ視聴時間， 習 い ご と に つ い て は ， あそ び場所の 良否 と の 関わ りは なか っ た 。
　と こ ろで ， 活動的なあそ びを好む もの が約 半数 とい う結果は ， 子 ど もの 内部 に あるはずの 活
発 に あそびた い とい う欲求が無 くな っ て し ま o ．た の で あろ うか 。 室内で あそぶ 内容が豊富なた
め ， 戸外で 活発 に あそばな くて もあそぶ欲求が充分 に満足で きるので あろ うか 。 また， 戸外で
活発 に あそ べ る場所が な い の で ， あそ び方を知 らな い の で あろ うか 。 い ずれ に して もあそび の
室内化傾 向は ， これか らも更に 進む こ とが 当然予測 され る。そ して ， 戸外で 活発 に あそ べ る空
間が減少する こ と はあ っ て も， 増加す る こ とは ない で あ ろう。・
　 こ の よう に ， ます ます悪化 して い く子 ど も達 の あそび環境 を大人 は自覚 し ， 何 をなさ ね ばな ら
な い か を再認 識しな けれ ば な ら な い 。 そ の
一考 と し て ， 自然 を こ れ 以 上破壊 し な い こ と ， 現存 し
て い るあそ び場所 をこ れ以上減少 させ な い こ と， 道路 をあそび場所 とし て 開放す る こ と （子 ど
もが あそ ぶ 時間帯 に ， 一時的に 車の進入 を禁止する）， また ， 我々 の身近で は ， 子 ども会等の地
域活動 を活発 に し ， 親同志の 積極的な交流を図る こ と に よ っ て 地域の 子 ど も集団の 形成をし て
い く こ とな ど ， 今後更 にな さね ばな らな い 問題が 山積み し て い る 。
注 （1） 稲村博 ・小川捷之編　シ リーズ ・現代の 子 ど もを考え る 「遊 び」　 共立 出版　1982年　P ．118
注   　小林芳文著　 「子 ど もの 遊び」 その 指導理 論　光生館　1977年　P．12
注 （3） 小川博久ほ か 　 「子 ど もの 遊 び」環 壌調 査 に お け る諸問題 1　 日本保育学会第35回大会発表論文
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